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１ はじめに 

本研究の前段階となる『教師の主体性を引き出す校内研修の在り方についての基礎的研究』(令和

５年度北薩地区教育実践記録)では，ＩＲシステムを生かした授業研究の導入と教師の思いを軸にし

たボトムアップ型研修によって研究主題づくりや班組織を構成する方法を体系化し，教師の主体性を

高めようとした。本研究では，教師の主体性を引き出す校内研修の在り方について研究したものであ

る。２年目の取組としてＩＲシステムを生かした授業研究の充実と教師一人一人の強みと主体性を引

き出すため，新たに研修部及び教務部を中心とした協力体制のもと，その成果をカリキュラム・マネ

ジメントへ生かした実践としてまとめたものである。 

 

２ 研究主題と研究主題設定の理由 

⑴ 今日的教育課題から 

教師は，子供たちの「主体的・対話的で深い学び」「個別最適な学び」「協働的な学び」を求め，

様々な教育活動での工夫を行ってきている。では，私たち教師の学びは，どうだろうか。教師の学

びの場として設定されている校内研修が「受動的で一方向な学び」「一律一斉の学び」「孤立的な学

び」に陥っている場面はないだろうか。文部科学省は，教師が自ら問いをもち，研修に取り組むこ

とで，振り返り，自らの学びを再構成する教師の姿を求めており，子供と相似形の学びを教師自身

も行うことが重要だとしている。このことを踏まえつつ，本校では，研修観をアップデートするた

めの新しい取組や工夫が校内研修に必要であると考えた。（設定理由①） 

 

⑵ 研修体制の傾向から 

校内研修の在り方を考察するため，全国及

び本県の研修体制についての特徴を調査し

た。※1その結果，２つの傾向に気付いた。第

一に，本県の傾向として教育課程で掲載され

る研究組織図が校内のみにとどまり，外部組

織とのつながりが表記されないことが多く，

本校も同様であった。一方，全国では，行政

や大学等とのつながりを示した組織図が多

く，連携が重視されていた。よって，本校で

も外部とのつながりを示し，連携を強化する

取組によって研修の充実につなげたいと考

えた。（設定理由②）第二に，本県の公立校は

主幹教諭や指導教諭が置かれていていないことである。全国では，研究組織図の中でこれらの教諭

も位置付けられていることが多く，管理職と教諭をつなぐパイプ役としての働きかけによって互い

のビジョンが共有しやすくなり，校内研修の充実につなげている。ただ，本県の現状を踏まえると

現時点では難しい。そこで，管理職が掲げるビジョンの共有と授業改善を促すため，研修部が働き

かけることによって研修の充実と教師の資質・向上につなげたいと考えた。（設定理由③） 

                                                   
※1 北薩・姶良・大隅・鹿児島地区の学校において教育課程に記載されている研究組織図と教育課程研究センターによる研究指定

校・地域事業における研究成果報告書に掲載されている研究組織図をもとに調査及び分析したもの。 

図１ 主幹教諭の配置の成果と課題（文部科学省） 

図２ 指導教諭の配置の成果と課題（文部科学省） 

２ 



 
 

⑶ 教師の実態とこれまでの取組から 

 

１)「学習者主体」の授業づくりと授業研究 

２)職員のモチベーションの向上とビジョンの共有 

３)一人一人が「自分事」として取り組む研究 

上記は，本研究の発端となった研修課題である。１

年目は，これまでの一斉一律な授業研究や受動的で一

方向になりがちだった研修体制を見直し，子供の学ぶ

姿を基にして学び合う授業研究や教師の思いを軸にしてボトムアップ型校内研修へ転換する取組

などを行った。その結果，気付くことができなかった子供の様子に気付いたり，他の教師の意見に

新しい見方・考え方を見いだしたりして教育的鑑識眼 の高まりが見られた。また，一人一人が考

えて取り組む研修にしたことで満足感や充実感も得ることができた。一方，課題として，一部の教

師から「見通しがもてない」「研修の学びが反映されているのか分からない」などの声が聞かれた。

そこで，今年度は，学校づくりをしていることに価値を感じ，より主体的な教師の姿を目指しなが

ら，その取組が反映されるカリキュラム・マネジメントの工夫を図ろうとした。(設定理由④) 

 

⑷ 学校教育目標のテーマと昨年度の課題から 

ここまで『教師の主体性と校内研修の在り方』について「今日的教育課題」「研修体制の傾向から」

「教師の実態とこれまでの取組」から，校内研修について述べてきた。そして，その最終目標は，

本校の学校教育目標の達成にある。本校の学校教育目標は以下のとおりである。 

ふるさとを愛し 自ら学び 心豊かにたくましく 夢実現に挑む児童生徒の育成 

また，本校はテーマとして『気付き，考え，貢献する』(Ｒ６) ，『気付き，考え，貢献する～感

謝する心を通して～』(Ｒ７)を設定している。これは，子供も教師も主体性をもって取り組む姿勢

を示しており，まさに文部科学省の求める学びの姿勢でもある。そこで，２年目の取組として昨年

度の課題を踏まえつつ，教師の主体性を一層高める研修の充実とその成果をカリキュラム・マネジ

メントに生かすことで教育目標の達成に迫ろうと考え，次のような研究主題を設定した。 

教師の主体性を引き出す校内研修の在り方についての基礎的研究Ⅱ 

～ＩＲシステムを生かしたボトムアップ型研修の成果を 
カリキュラム・マネジメントに生かす２年目の取組～ 

 

３ 研究の目標及び柱と具体策 

⑴ 研究の目標 

◎ 子供の姿を基に，主体的に取り組むカリキュラム・マネジメントと教師の学びを目指す。 

 

⑵ 研究の柱と具体策 

今年度は，授業を通して観察された子供の姿を基にして研修の深化を図りながら，教師の主体性

を高めるために「研修→実践→自己の振り返り→研修…」のサイクルが可能となる時間の確保や学

びの場を整備して，その成果を教育課程へ反映させていくための具体策を考えることとした。 

令和４年度の研究公開実施後の研修のまとめから 

表１ 本研究における年次計画 

３ 

※ 2 

※ 2 教育的鑑識眼… 子供が見せる複雑で偶然性を潜めた活動の意味や価値を総合的・即興的に解釈し，臨機応変に適切な指導を行

うために教員に不可欠な能力の一つ。 



 
 

柱Ⅰ 年間を通して，授業の中で学ぶ子供の姿を観察し，観察した事実を基にして語り合うＩＲシ

ステムを生かした授業研究に取り組む。※2(設定理由①，③)  

具体策  

ア 子供の姿に着目した授業研究 … 子供の言動に注目して観察し，観察した事実を基に語り

合う授業研究に取り組み，「観」の交流を通じて目指す子供

像の共有を図るとともに，同僚性を高める。 

イ 授業改善を推進する研修部の動き … 日々の授業においてもＩＲの視点から授業を観察

し，その情報を教師にフィードバックする。 

柱Ⅱ 自分事として研究に取り組み，目指す姿を明確にした上でカリキュラム・マネジメントに取

り組む。(設定理由①，④) 

具体策  

授業を通して見取った子供の姿を基に，ア)主題づくりやイ)必要感に基づく班づくりなどの共通

の取組を全職員で行うことで協働性を高める。また，教務部と連携し，その成果をウ)教育課程に反

映させることで，ビジョンを共有しながら魅力ある学校づくり(教育活動の質の向上)を実感させる。 

柱Ⅲ 学びをつなぎ深めるための環境整備に取り組む。(設定理由①，②) 

具体策 

ア 校時表や話合いの場の工夫 … 教務・研修部で活動が円滑に進むための最適な環境を整える。 

イ 選択研修 … 取り組む研修を選択制にして，参加者同士で研修の課題を決め，各自が課題に

沿って準備したもの持ち寄り，教材研究したり語り合ったりして主体性を高める。 

ウ カフェ研修 … 教務部との連携により，弾力的に使える放課後時間を活用して，教師の一人

一人の強みを生かした自主的・自発的な自由参加型の研修(20 分程度)を促す。 

エ 研修係等ネットワークの利用 … 県内の研修係や行政等をつなぐ研修団体ネットワークを設

立し，校内研修の在り方についてブラッシュアップを図る。 

 

４ 研究の実際 

柱Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの実際は，次のような計画とねらいで取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
※2 「子供の姿を観察し，観察した事実をもとにして語り合うＩＲシステムを活用した授業研究」…「巡りあい学びあう授業研究ガイ 

ド」 (令和５年７月 鹿児島大学 准教授 廣瀬真琴)をもとに，本校の実態に合わせて取り組んだもの。 
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図３ 研究の計画と活動のねらい 

研究の柱Ⅰ 子供の姿に着目した授業研究 
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柱Ⅰ 年間を通して，授業の中で学ぶ子供の姿を観察し，観察した事実を基にして語り合うＩＲシ

ステムを生かした授業研究に取り組む。(設定理由①，③) 

ア 子供の姿に注目した授業研究 

昨年度に引き続き，研究主題に設定された『主体的に学ぶ姿』について具体的に探るという共

通の課題とともに，本校としての目指す子供像の設定に至るため，子供の学びの姿に注目した授

業研究に取り組んだ。授業研究では，教科の専門や職種などの違いを超え，互いの「学力観」や

「子供観」などの「観」を見つめ直すことで教育的鑑識眼と同僚性を高めることをねらいとした。

なお，本校の実態を踏まえた『子供の姿に注目した授業研究』における授業参観のポイントと授

業研究の主な流れについては，以下に示す。 

授業参観のポイント 授業研究の主な流れ 

◎ 子供や教師の言動や表情などについて 

事実のみを記録するようにして，憶測や 

評価は書かない。 

 

 

１ アイスブレイク(５分) 

２ 観察記録を整理し，観察結果を共有する。 

(20 分) 

３ 観察記録から目指す子供像(主体的な学びの

姿)に迫れていた姿や迫れていなかった姿を取

り上げ，その背景について語り合う。(25 分) 

４ 「迫れていなかった姿」を取り上げ，目指す

子供の姿に近づくためにどのような支援や指

導，環境設定などを必要としたかを話し合い，

今後の展望を考える。 (25 分) 

５ 各班で集まり，グループで話し合ったことを

伝え合い，今後の班の取組について語り合う。

(25 分) 

 

 

 

イ 授業改善を推進する研修部の動き 

校内研修で計画されている研究授業

以外でも，日々の授業において子供の

事実とその背景についての情報を授業

者にフィードバックできる機会を増や

し，教師の資質・能力の向上を高める

取組を行った。具体的には，この授業改善を通して，管理職のビジョンと

現場の教師をつなぐパイプ役としての効果もねらい，上図のように研修部

が相互授業参観や研究授業等の場面で，ＩＲの手法で授業を観察・分析し

たことを授業者に伝え，今後の授業改善に生かしてもらう方法を試みた。 

 

事実を見取る授業観察 

 

写真１ 

授業参観の様子 
 

新しい気付き 

 「観」の交流 

意見を聞き終わったら終了

と思わせないために，「みんな

分かった?」「他につけ足した

いことない?」「もっと簡単に

言えない?」などが言えるファ

シリテーター的な役目の子供

を育てていくことが大事にな

ってきますね。 

授業の妨げに

ならないよう，

子供の近くで見

取る。 

図４ 授業改善推進員としての流れ 
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図５ 授業者の主体性を高めて日常の授業に生かすための授業コメントシート(Ｃａｎｖａにて作成) 

榎園先生の 
算数より 

子供の学び合い 
を軸にした授業！ 

子供：ここか! 
子供：そう書けばいいのか! 
子供：なるほどね。 
子供：ああ，同じ性質が…  

・子供同士が意見交流
しながら， 
スムーズな授業展開
に圧巻!! 

授業のおさえどころ

をしっかり教師が分か

っている!! 

例) 何か秘密がありそ

うじゃない? 

例) じゃあ，長方形は? 

授業のキーワード 
終わったら，後ろでね。  

ここまで大丈夫?ＯＫ?  

じ ゃ あ ， 今 日 の ま と め
は ？ こ こ か ら 自 分 で 考
えようか。  

教え合いの場 

確認の場 

自力表現の場 

すごい発言が 
飛び出した！ 
 先生：面積の学習はここ 
   まででおしまい！ 

子供 A：え〜っ! 
    (もっとやりたい) 
子供 B：自学で出たらやって 
       きてもいい? 

授業を通して学習 
意欲が高まっていた! 

５ 

写真２ 授業研究の様子 



 
 

柱Ⅱ 自分事として研究に取り組み，目指す姿を明確にした上でのカリキュラム・マネジメントに

取り組む。(設定理由①，④) 

ア 蓄積された子供の事実に基づく目指す子供像の設定 

これまでの授業を通して見取った子供の姿を基に，主題づくりに取り組んだ。観察された子供

の姿を類型化し，そのときに類型化されたキーワードを使って，目指す子供像を言語化するグル

ープワークを全職員で取り組んだ。なお，提供授業の学年は，職員によるアンケートをもとに全

体の話合いで決定するようにした。 

類型化 

共通する言葉や類似の

言葉を括りにして，グル

ープの参加者が納得する

言葉で表現すること。 

 

 

 
 
 

 

 

イ 目指す子供像に迫るための取組と研究班の設定 

次に，言語化された目指す子供像を基に，その目標を達成するために必要な取組を全職員で

考え，その取組に必要となる研究班を再構成する活動を行った。 

 
  

  

ＩＲシステムを生かした授業研究 

〔令和６年度〕 
○４年・学級活動「楽しいクリスマス会にしよう」 

○７年・理科「音の世界」 

○９年・数学「三平方の定理」 

〔令和７年度〕 

○４年・国語「新聞を作ろう[コラム]」 

○６年・算数「資料の整理(じっくりコース)」 

○６年・算数「資料の整理(ぐんぐんコース)」 

○７年・国語「比喩で広がる言葉の世界」 

各ステージの最終学年

を観察してみては？ 
様々な教科で観察して

共通する姿を探そう！ 

事実ベースの姿 最終目標となる 
目指す子供像が決定！ 

写真３ 校内研修の様子と類型化された言葉【右】 

① ② 

③ 
当初は，研修部で昨年度の班を基に内容を改編する

ことで目指す子供像に迫ろうと考えていた【①】。しか

し，研修の中で，職員から目指す子供像に迫るための

取組を出し合い，それらを基に班を編成してみてはど

うかという意見が提案された。そこで，目指す子供像

に迫るために考えられる取組についてのアンケートを

実施して，その取組を整理しながら班の編成を全職員

で行った【②】。全職員が納得する形で，研究班と各班

の取組の方向性も決まり，職員の主体性を生かして希

望する班に所属してもらった【③】。 

これまでの班を基に

取組内容を改編する

としたら… 

目指す子供像に必要な取組

を考えて，それを基に班を

作ってみてはどうか？ 

図６ 目指す子供像の体系図 

図７ 研究班が新しく再構成されたときの流れ 

６ 

※「ステージ」…  本校は義務教育学校として小中一貫教育を推進し

ているため，小・中学校の義務教育期間９か年を３

つの発達段階に分けており，各ステージに目標とす

るテーマを設定して教育内容の充実を図っている。 



 
 

各研究班・各教科部の「ビジョンに迫るストーリー」シート 

【リレーション班より】 

 
 

 

 

 

教務部の提案によるロイロノー

トを利用した研修内容のＤＸ化 

 

【研究班の実践例の一部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 各研究班・各教科部における取組を教育課程へ反映 

《これまで》

 

 

《これから》 

教科部や各班，学年をつなぐ働きをすることで， 

研修の目指す子供像や学校教育目標，先生方の授業 

改善に迫ることができるのではないだろうか。 

テーマを決めて実施していく。そのテーマは，各班の要望を受けて設定する。 

※ 毎月の実施ができないか。今年度，設定されている回数以上行ってもよい

のではないか。それだけの効果はある取組であると考える。 

深まり・広がりがあるような推進・運営をする。 

• 実施計画案→ 実施の告知→ 実践（参観）→ 実施後のリフレクション 

• 子供の主体的な学びをベースにした協働授業ができないか，模索していく。 

情報 

交換会 

協働 

授業 

相互授

業参観 

相互授業参観の目的を明確にして運営をする。 

• 相互理解，共通実践，授業改善など，どの視点で授業参観をしていくか

検討し提案していく。毎学期実施する。 

具体的な取組・分担・実施時期・検証方法 

～【これまでの取組やアイデアから】 

すれば，…【姿の言葉から】できるのではないか。 

研究班のメンバーが決定した後は，班ごとに目指す子供像に迫るための手立てを作成してもらった【④】。ま

た，これまでの研究の流れや各班で作成された資料は，すべて「ロイロノート」の共有ノートにあり，いつでも

加除・修正することができようにした【⑤】。９月以降，各研究班・各教科部の「ビジョンに迫るストーリー」シ

ートの計画に従って取組と検証を進めた【⑥】。 

④ ⑤ 

⑥ 

相互授業参観の実践から 

「参観のねらい」の変容について 

 ☆１学期… 

前期・後期相互の授業を参観し

てみよう！  

 

 

☆２学期… 

視点をもって授業や学級・学年

の様子をみてみよう！ 

東郷チャレンジウィークの実践から 

【Ｒ５年７月まで】 

 

 

 

 

【Ｒ５年９月からＲ６年 10 月まで】 

 

 

 

【Ｒ６年 11 月から】 

 

第８学年・数学「一次関数」の授

業実践から 

つなぐ班 

対話班 家庭学習班 

「東郷チャレンジウィーク」 … 月に 1回，

家庭学習の様子を保護者・子供・学校の三者

で振り返る取組(ファイル形式) 

 

 

リレーション班 

参観後の気付きの付箋が日々の授業改善へ 

教育課程 
教科経営案の資料 

(学習指導要領に基づいた目標等) 

教科・領域等部会の

資料(年間活動計画) 

学力向上のための 

５教科部会資料 
各研究班・教科班

の具体策の資料 

校内研修 

教務部 

教育方法 

教育課程 
教科経営案 ① 学習指導要領の目標や内容・方法等 

       ② 研修で明確になった本校の目指す子供像 

       ③ 子供の学ぶ姿に基づいた教科の目指す子供像 

       ④ 学力向上を含めた具体策や年間計画 

       ⑤ 取組の振り返り 

気付きを記 

入しながら 

アップデート

ですね。 

各々の取組を整理して教育課程でつなげると… 

使える教育課程に!! 

会ごとに資料が… 

土日は家庭の取組にして主体性を! 

魅力ある学校づくりに向けた教科の充実 

 

メリット 
・係の考えが見える。 
・係が掘り下げたいことが提案しやすい。 
・係からの提案に対して、みんなで取組を UPできる。 
・係の考えか分からないときに、聞きやすい。 
・取組が UPされたら、共有しやすい。 
・みんなで考えたことが即時シェアできるので、 

振り返りをしやすい 

校内研究主題 
子供も教師も主体的に学ぶ義務教育学校の在り方 

～『交流』・『連携』・『一貫した指導』の 3 側面から～ 

1～4 ステージ  5～7ステージ  8・9ステージ 

学ぶ楽しさ   つながる喜び  貢献する満足感 

研究授業 
子供の学ぶ姿 
(事実)から 

東郷学園の目指す子ども像 

自ら・考え・つながり・解決できる子供 

小中一貫教育 各教科部 

子供の学ぶ姿から 
変容を見取る 

授業        授業 

「交流」「連携」「一貫した指導」 

教師の主体的な学び 

やってみたい から 必要な取組 へ 

開校期 1・2・3 年 

 

充実期 4・5・6 年 

 

発展期 7・8・9 年 

期  年数   到達目標 

令和５年 11 月 

令和６年６月 

 

導入  展開  終末   対話  家庭  リレー 
                 学習 

国語  算数・数学  社会   理科   英語  ふる 
 
 
 
音楽  図工・美術  体育  家庭・技術   道徳   生活 

７ 

学習指導案に「授

業デザインの工夫」

を設け，他班の取組

を授業改善策に取

り入れた実践 
【実際】 
イ 対話活動の工

夫（「対話班」の

取組） 
 

ウ 学習の定着に

向けた終末の工

夫 （「終末班，算

数・数学科」の取

組） 
 



 
 

柱Ⅲ 学びをつなぎ深めるための工夫に取り組む。(設定理由①，②) 

ア 校時表の見直しや話合いの場の工夫 

教務部の業務改善により生み出された学級事務の時間を

弾力的に利用することで，教師が各自の優先度に応じて仕

事ができるようになった。また，研究推進委員会や各班に

よる話合いの場所も自由な場所で行ってもらうことで，意

見を述べやすい話合いの場を作る工夫をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 選択研修 

内容が多岐にわたる一般研修を選択制にして，可能な限り個人のニーズに応じて参加してもら

った。参加後は，学年部に戻り，研修した内容をリフレクションすることができる場を設定する

ことで，情報の共有を行った。研修に使用した資料等は，校務の共有フォルダに格納してもらう

ことで，いつでもアクセスできる

ようにした。選択制にしたことで

年度内に実施できる一般研修の数

の制限を緩和することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

ウ カフェ研修（通称：ＴＯＧＯカフェ研修） 

弾力的な利用が可能になった学

級事務の時間で，教師一人一人の

強みを生かした自主的・自発的な

自由参加型の研修(15～30 分程度)

を推奨した。特に，個別最適な学

びを推進するため「自由に発信・

自由なスタイルで・自由に学ぶ」

という方向性で取り組んだ。 

表２ 本校の水曜日における校時表 

写真４ 選択研修で「特別活動」に参加した職員の様子                  図８ 選択研修実施までの流れ 

写真５ 放課後に「Ｃａｎｖａ」の利便性を知る研修に参加する様子【左】 

「Ｃａｎｖａ」を活用した教材づくりの研修に参加する様子【右】 

水曜日が定時退校日になっていたけれど，後期教諭が

通常校時６時間で終了すると，ほとんど事務時間が取れ

ないので，予備時数や創意・行事時数を削減しました。

この学級事務の時間で係間の話合いの場や自主的なワ

ークショップ等が実施できるようになりました。 

他にも，６校時カットとなったため，ゆとりができ，授

業準備や各会議等に活用できるようになりました。 

教務部 

校時表に関する教務部へのアンケート調査から 

 そのときの気分や求める環境

に応じて会議室や図書室など自

由な場所で話し合う。 

８ 



 
 

エ 研修係等ネットワークの利用（研修係等ネットワーク～この指とまれ～ 通称:研とま） 

このネットワークは，県内にある各学校の校内研修が充実することを目的として，県内の研修

係同士をつなぐネットワークとして立ち上げた。県内には，様々な取組や工夫を凝らした校内研

修があり，その取組を共有することができれば校内研修の充実につながると考えた。そこで，県

域アカウントを利用して教育的互恵性を高めるための組織を Microsoft Teams で作成した。幸い

このネットワークには，教諭のみならず管理職や行政，在外日本人学校，他県からなど約 130 人

以上が集まり，研修への「困り感」を抱く教師たちにとって強力な応援ツールとなった。そこで

本校では，この

ネットワークを

利用して校内研

修を参観しても

らうことで研究

授業の視点や研

修の方法などに

ついて感想や意

見を求めること

ができた。 

 

 

 

 

 

５ おわりに 

(1) 研究の成果 

本研究では，教師の主体性を引き出す校内研修に向けて「ＩＲシステムによる授業研究の充実」

と「教師一人一人の強みと主体性を引き出すための取組」を実践してきた。授業研究では，必要に

応じて主題を設定したことで目的をもって話し合い，事実に基づく目指す子供像の設定や職員の必

要感から構成された研究班を作ることができた。そして，様々な研修スタイルに挑戦することで研

修の可能性に気付くことができた。さらに，ネットワーク・オンラインを利用することで地理的距

離を超えて研修を共有できる環境を整え，県内の教育的互恵性を高めることにもつながった。最後

に，各取組を価値付けて教育課程に反映させ，教育活動の質の向上を高めることができた。 

○ 授業研究後の意識調査(回答数 30 人) Ｒ６．10．30 

 

 

 

 

 

 

  

写真６ 

研修係等ネットワーク～この指とまれ～(通称:研とま)のト

ップ画面【右上】 

オンライン参加による研究授業・授業研究の実施を県内に案

内したポスター(Ｃａｎｖａにて職員が作成)【上】 

校内研修の様子を県内の先生たちが会議システムでオンライン視聴 

グループ内で語り合う中で，納得

したり共感したりする場面があり

ましたか？ 

展望シート で互いに出し合った

アイデアについて納得したり共感

したりする場面はありましたか？ 

班の今後の取組についてメンバー

内で現状を把握したり共通理解し

たりすることができましたか？ 

 ビ ジ ョ ン
の共有  「観」の交流 

の深まり 

89.7% 

10.3% 

85.7% 

14.3% 

93.1% 

6.9% 

９ 

※ 4 

※ 4 展望シート… 授業観察で記録された子供の学ぶ姿をもとにして，考えたられた目指す子供像に迫るための手立てを短期的・長期

的取組に整理するシートのこと。 



 
 

○ 授業改善を推進するために支援した結果（授業後の個別アンケート結果から） 

質問:「授業の前後で変化があったことを教えてください。」 

 

 

   

 
 

○ 選択研修の感想の一部 Ｒ６.８.２ 

 

 

 

 

 
 

○ 校内研修をオンライン参観した先生方の感想の一部 Ｒ６.10.28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 令和７年度教育課程における新・教科経営案 

   研修で明らかになった本校の 

目指す子供像に基づいて，各教 

  科の取組や各種部会の取組等を 

教科経営案に反映させた形式が 

できた。(Ａ４見開きページ) 

  ○ 令和７年度教育課程における校内研修計画 

各研究班の成果や課題から次年度の 

「研究の方向性」を示すことで価値付 

けを行い，取組の継続化を図った。 

 

(2)  今後の課題 

● 教師のファシリテーションスキルを高め，教育的鑑識眼を向上させて教育効果を最大化する。 

● 継続して，取組を教育課程に反映させ，研修体制の整備により教師の流動性に対応する。 

● 研修を「全体から個へのアプローチ」に拡大し，内発的動機付けによる授業改善を促すととも

に，授業改善を推進する動きを活発化させ，授業を基に語り合う学校文化の醸成につなげる。 

・自分達でつくっている感じがあってよかった。 

・有用なサイトについての紹介があり，実際に試すことで参考になった。 

・自分の関心のあるテーマについて学ぶことができ，新しく知ることが多くあった。また，少ない人数だ

ったからこそ，分からないことを遠慮せずに聞けたり対話をしたりできる雰囲気だったのもよかった。 

・それぞれが違う内容についてそれぞれが研修を行い，研修の内容を報告し合うことで，１度の研修でさ

まざまな内容を知ることができた。 

○ 校内研修をオンラインで参観するという新しい試みでしたが，他の学校の研修の様子を見ることがで

き，とてもよい機会でした。自分がその子だったら…(行動)という視点は，これまでの自分だったら

こうする…(指導)という知識がある人の意見が中心に置かれる研修の在り方とはすごく違っていて，

グループの共感が得やすく，話しやすそうだなと思いました。 

○【授業研究について】 

２枚目のシートで目指す子供像に迫れていた事実・迫れていないかった事実という視点での分類がな

るほどと思いました。この視点で行うことで，全職員が常に目指す子供像を意識できるとも思いました。

３枚目のシートの手順（迫れていなかった姿→どんな心の声→どんな支援・指導・環境設定が必要か）

も初めて知りました。 

〇【各班での班会（対話班）について】 

何のために何を話し合うのか明確にする，次に教えるために対話する，班でファシリテートできる児

童の育成など，話合いの質が高かったです。 

○ 本校の授業研究と比べながら，視聴させていただきました。とても勉強になりました。 

Ａ先生 Ｂ先生 

 主体性の 
高まり  心理的安全性 

 教育的互恵性  研修観の転換 

発問・指示の間や流し方を意識しまし

た。意識一つで変わるのかなと思います。

あとは，聞き方ですね。普段から聞き方を

意識していますが，…(中略)…今回は学活

だったので子供に委ねるという時間を多

くとることができたかなと思います。 

初任者としての自分の立ち位置からは，

先生方からアドバイスやアイデアをいた

だける場があるのは，すごくありがたかっ

たです。授業コメントはうれしすぎたの

で，ラミネートして飾っておきます。 

〇〇科 教科経営案 

各教科の学習指導要領

における目標や内容等 

本校の目指す子供像に

対する各教科の具体策 

(学力向上対策を含む) 

各教科の月ごとの年間計画 

 

・研修における取組 

・教育方法における取組 

・協働授業等の取組 

・校内行事等 

各教科の具体策に対する

取組の振り返り 

 
子供の学ぶ姿から

明確になった本校

の目指す子供像 

 
子供の学ぶ姿に基

づいた教科におけ

る目指す子供像 

 授業改善の意識と
指導力の高まり 

 教育的知見の向上 

 取組の価値付け 

 

 

校内研修計画 

１ 研修テーマ 

２ 研究の方向性 

 

・各研究班の成果と

課題から 

４ 年間研修計画 

写真７ 各研究班が成果を発表したときの様子 

 ３ 研究組織図 
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